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る ICF及び ICF-CY活用状況に関する研究」と「特別支援教育関連分野での ICF及び ICF-CY活用状
況に関する研究」について述べている。特別支援学校を対象とした調査によって、ICF及び ICF-CY
の認知度及び活用の状況について検討した。ICF-CY より ICF の方が認知度は高いことが分かった。
活用状況については、21%の学校において何らかの形で ICF及び ICF-CYが活用されていた。活用し
ていない学校の状況も明らかとなったが、認知度を高めることの重要性が指摘された。医療、保健、
福祉、労働等の特別支援教育の関連分野における ICF 及び ICF-CY 活用の文献研究の結果、これら
の分野では ICF 及び ICF-CY の概念や構成要素に関する記述が多いことが分かったが、活用におい
ては、概念の重視ということで特別支援教育分野と共通していることが分かった。このことから、
関連諸分野と連携を進めるためには、概念を活用したケースの理解が有効であると推察された。 

















 特別支援教育において ICF 及び ICF-CY 活用に取り組んできた人たちへのグループインタビュー
を通して活用の背景や課題及び成果を検討した。その結果、ICF及び ICF-CYを活用することが目的
ではなく学校における課題解決の一手段と位置付けていることが分かった。一方で、多面的・総合













平成 26年 1月 29日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
(結論) 
よって、著者は博士（生涯発達科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
